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「
た
ば
こ
」
は

町
内
の
店
で

買
い
ま
し
ょ
う

新
議
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成
さ
る

－
議
長
中
山
氏
、
副
議
長
重
広
氏
－

去
る
四
月
二
十
八
日
執
行
の
即
実
本
　
会
議
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
新
議
会

謹
皇
舷
選
挙
に
よ
り
、
新
し
い
町
議
　
榔
成
な
・
壷
に
一
郎
専
務
組
合
の
護
会

藷
H
の
選
任
等
に
つ
い
て
の
臨
時
議
会

が
九
月
十
一
日
施
雑
ざ
れ
次
の
と
お
り

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
構
成

讃
　
吏
∴
∴
∴
中
山
　
也
久

副
議
長
∴
∴
∴
垂
広
　
新

常
任
委
員
会

○
総
務
財
政
委
員
会

委
鼠
長
∴
∴
池
沼

副
委
員
長
∴
柴
田

萎
∴
員
　
毛
利

ク
∴
∴
漣
覇

ク
∴
∴
盤
択

○
民
生
文
教
委
員
会

輩
長
∴
∴
高
幡

副
委
員
長
　
門
司

委
∴
風
クク

○
土
木
経
婆
資
金

委
鼠
長

別
表
鼠
寅
　
吉
田

委
　
員
∴
∴
舛
添

ク
∴
∴
姦

ク
∴
∴
　
中
山

・
ク
∴
∴
∴
薮
広

亜
広
　
新
∴
高
雄
∴
賦
払

○
遠
費
郡
声
鴎
町
外
ニ
ケ
剛
競
艇
妓
仕

組
今池
浦
∴
順
一
　
門
司
∴
i
態

○
鞍
手
町
、
遠
質
町
水
道
組
合

石
田
　
茂
∴
∴
毛
利
　
想

松
井
　
溝
∴
・
甲
山
　
包
久

○
中
岡
市
、
遠
街
郡
蕊
老
施
設
組
合

諦
幡
　
正
徳

0
中
間
市
外
遼
鶴
部
門
ケ
町
環
境
衛
星

施
設
組
合

諌
広
　
新
　
山
内
一
太
郎

○
遼
頚
部
岡
垣
町
外
ニ
ケ
町
伝
染
痛
院

組
合黒
沢
　
健
一
　
中
山
　
包
久

客
踵
団
体
委
鼠
役
凧

○
国
民
鍵
峻
保
険
逆
鞘
諦
議
会

福
崎
　
重
徳
　
蜜
郵
∴
春
樹

○
国
土
調
禿
瑳
健
全

松
井
　
持

吉
田
　
英
雄

豊
沢
∴
触
一

〇
社
会
福
祉
協
議
会

選
録
町
監
査
委
員
会
委
員

毛
利
　
盟

一
部
軍
務
組
合
畿
会
議
凸

○
中
間
町
外
ニ
ケ
町
川
田
川
水
利
組
合

森
　
末
男
∴
∴
中
山
　
亀
久

喜
田
　
英
雄
　
柴
田
∴
－
藻

○
内
川
改
修
期
成
同
盟
会

中
山
　
包
久
　
森
　
末
男

高
幡
　
垂
線

○
公
農
館
運
営
発
案
へ

舞
浜
∴
義
光
　
面
内
一
太
郎

○
述
部
町
体
背
馳
会

門
司
　
恕
　
経
過
∴
好
一

愛

の

献

血

で

「
美
鈴
ち
ゃ
ん
」
を
救
お
う

ー
A
型
5
0
大
分
の
血
液
が
必
要
～

本
町
尾
崎
下
津
一
成
氏
二
女
美
鈴
ち

ゃ
ん
（
4
才
）
は
仕
れ
な
が
ら
の
「
心

臓
中
軸
欠
損
症
」
と
い
う
鵜
気
の
た
め

手
術
喜
受
け
な
い
L
L
基
金
が
危
険
な
扶

熊です。
幸
い
六
月
五
日
、
九
大
崩
陳
で
手
術

そ
っ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
手
術

に
際
し
、
A
型
5
0
大
分
の
血
液
が
必
婁

です。尊
い
一
命
を
救
う
た
め
町
民
の
皆
さ

ん
の
婆
の
献
血
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
に
は
健
康
診
断
や
細
密
検
査
の

必
壇
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
日
時
に

実
施
し
ま
す
。
な
お
樹
脂
に
A
判
以
外

の
採
血
も
お
こ
な
い
ま
す
の
で
ご
協
力

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

栄
健
康
体
の
人
で
は
血
液
二
〇
〇
c
c

採
血
し
て
も
3
時
間
位
で
回
復
し
ま

す。

「エ

日
時
∴
5
月
5
0
日
　
ュ
0
時
～
1
6
時

場
所
　
遠
賀
町
公
理
飽

当
日
各
部
落
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
迎

え
に
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ

9
時
5
0
分
　
馬
油
橋
（
堂
塔
寺
側
）

ク
∴
釦
0
分
　
蓄
松
公
民
館
…

ク
∴
5
0
分
　
鬼
謹
公
民
館
周

尾
崎
公
民
館
剛

千
代
丸
ハ
ス
存

違
鈎
中
学
校
護
り
口

今
市
箪
ハ
ス
樟

鳥
間
柄

広
妓
ハ
ス
付

票
良
公
墳
離
間

来
町
末
永
萌
店
前

虫
生
華
ハ
ス
停

没
木
枠
華
甲
バ
ス
停

成
木
四
ツ
萄

花
博
雅
（
上
別
府
側
）

木
守
バ
ス
停



あとつぎのレジャーの利用

統
一
地
方
選
挙
お
よ
び

参
院
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

本
年
は
、
一
月
の
衆
幽
臨
終
遊
撃
を

皮
切
り
に
統
一
地
方
選
挙
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
が
、
去
る
四
月
二
十
日
の
参
韻

環
佃
欠
巧
挙
を
最
後
に
∴
ハ
つ
の
選
挙

に
終
正
祥
そ
っ
ち
ま
し
た
。

選
挙
出
来
は
次
の
し
く
お
り
。

二
間
相
4
2
年
4
月
ュ
5
日
執
行

鯨
岡
県
知
事
お
よ
び
細
岡
県
議
会
議

H
u
一
触
項
挙

○
投
黒
状
況

当
日
有
櫛
訝
数
∴
五
、
四
二
二
人

投
粟
老
総
数
∴
∴
囲
、
三
六
一
人

捜
∴
諜
∴
率
　
八
〇
・
四
三
彩

○
囲
禁
状
況

知
要
地
挙
候
補
者
駕
薮
（
橘
出
願
）

（
日
本
社
会
党
）
う
騎
∴
多
一
一
、
九
七
一
票

（
白
雨
民
主
党
）
高
井
　
光
　
二
、
三
〇
二
葉

無
効
枝
葉
　
　
　
　
八
七
票

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
届
出
順
）

（
日
本
英
樽
兇
）
土
屋
　
正
則
∴
∴
∴
四
二
五
葉

（
日
本
社
会
党
）
吉
村
∴
義
雄
一
、
三
二
八
景

（
白
山
I
i
塞
菟
）
狭
申
∴
茂
足
　
二
、
聖
二
黛

無
効
投
票
　
　
一
七
七
郎

二
、
酷
和
4
2
年
4
月
2
8
日
敢
行

運
鑓
町
長
選
挙
お
よ
び
遺
徳
町
議
会

殺
鼠
一
螺
窪

○
投
菓
状
況

当
日
有
漸
蕃
数
　
孝
三
九
〇
人

投
業
者
総
数
　
五
、
〇
九
三
人

浪
　
萩
　
率
　
九
四
・
四
九
劣

○
闘
叩
鉄
況

暗
雲
遁
准
候
補
者
得
業
敬
（
屈
出
願
）

（熊所焼）
小
川
毅
一
郎
　
二
、
五
〇
二
票

（　ク　）

柴
田
　
Ⅱ
蔵
　
二
、
四
九
七
黒

無
効
技
禦
　
　
　
九
四
栗

遠
賀
町
強
食
誠
員
一
般
遜
挙

（
当
選
人
の
み
待
菓
頗
）

（
無
所
用
）
門
司
∴
－
恕
三
一
票

（
　
ク
　
）
中
山
　
包
久
　
二
九
入
来

（
　
ク
　
）
高
崎
∴
正
接
　
二
九
四
栗

（
　
ク
　
）
吉
田
　
英
雄
　
二
八
二
票

（
　
ク
　
）
正
広
　
新
　
二
七
五
紫

（
　
ク
　
）
港
辺
　
好
一
二
七
〇
菓

（
　
ク
　
）
毛
利
　
盈
　
二
皇
ハ
票

（
　
ク
　
）
楽
曲
∴
－
汝
　
二
単
葉

（
　
ク
　
）
安
部
∴
番
繋
　
二
四
囲
票

（
　
ク
　
）
山
内
一
太
郎
　
二
四
〇
票

（
　
ク
　
）
森
　
末
男
　
二
二
九
票

（
　
ク
　
）
黒
沢
∴
蝕
一
二
二
七
粟

（
謙
高
　
麗
三
寮

（
無
所
持
）
舛
涼
∴
義
光
　
三
七
黒

（
　
ク
　
）
松
井
∴
∴
清
　
二
〇
七
崇

（
　
ク
　
）
池
痛
∴
頗
一
一
九
九
禦

無
効
枝
葉
　
　
　
　
六
回
葉

三
、
聞
和
4
2
年
4
月
5
0
日
執
行

を
説
隙
福
岡
喋
l
遡
航
瑳
］
補
欠
遭
挙

○
鵠
挟
況

当
日
有
整
数
∴
五
、
五
四
八
人

枝
葉
議
総
数
　
二
、
三
六
人

投
　
票
　
率
　
四
一
・
七
曲
者

○
開
票
状
況

候
補
者
鴛
薮
（
橿
出
願
）

（
自
由
民
主
党
）
鬼
丸
　
勝
之
一
、
聖
鼻
景

（
日
本
共
産
党
）
い
さ
や
ま
博
　
　
二
二
乗

（
日
本
社
会
党
）
し
の
原
文
潜
∴
∴
∴
六
一
二
葉

あ
と
つ
ぎ
の
グ
ル
ー
プ
活
動
と

レ
　
ジ

最
近
の
農
家
の
ク
ル
ー
プ
活
動
、
即

ち
農
薬
に
つ
い
て
研
究
し
た
り
討
議
し

た
り
す
る
集
会
は
、
か
な
り
活
発
な
よ

う
で
、
ク
ル
ー
プ
活
動
が
多
く
な
っ

た
。
と
答
え
た
あ
と
つ
ぎ
が
三
十
四
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
く
な
っ
た
と
回
答
し
た
あ

と
つ
ぎ
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
き
い

ヤ
　
ー
の
利
用

て
み
ま
す
と
、
大
部
分
が
蛭
村
に
若
い

人
が
い
な
く
な
っ
た
と
答
え
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
農
村
の
若
い
人

の
減
少
は
、
現
実
に
農
村
の
労
力
不
足

を
飽
く
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
農
村
の
筋

透
に
薩
い
も
の
憲
じ
さ
せ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

な
お
、
ク
ル
ー
プ
活
動
が
必
聾
C
あ

る
か
杏
か
に
つ
い
て
は
、
七
十
四
パ
ー

セ
ン
ト
の
あ
と
つ
き
が
、
あ
っ
た
方
が

よ
い
と
答
え
、
な
く
て
も
よ
い
は
わ
ず

か
に
囲
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

「
あ
な
た
は
慰
安
旅
行
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
し
て
い
ま
す
か
」
の
問
い
に
対

し
て
は
、
や
っ
て
い
る
と
答
え
た
あ
と

つ
き
は
七
十
囲
バ
ー
モ
ン
ト
で
、
か
な

り
．
揖
い
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
等
の
遜
拗
部
門
は
、
こ

く
一
撃
C
行
な
わ
れ
て
い
る
穏
壁
J
、

大
部
分
が
慰
安
旅
行
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
、
し
か
も
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
組
合
せ

は
、
友
人
や
部
落
の
人
と
が
多
く
、
棄

族
と
の
レ
ジ
ャ
ー
の
利
用
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
こ
く
一
部
分
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

農
林
省
袖
岡
統
計
網
誼
事
務
所

北
九
州
親
前
地
区
調
整
官

金
　
子
　
彦
　
二



1

一三二
月
二二生

々
一
－

ヽ伸
一

噌

「
航
空
参
考
館
」

展
示
品
に
つ
い
て
依
頼

航
空
目
縮
隊
芦
原
星
型
C
は
、
こ
の

度
窄
雷
撃
〓
に
よ
り
「
航
空
参
考
餌
」

零
葦
し
、
そ
の
慶
喜
…
の
収
集
に
つ

い
て
協
力
を
叫
び
か
け
て
い
ま
す
の
で

お
し
つ
せ
し
辛
千

〇
し

趣
　
遣
－
雷

神
率
自
衛
隊
は
日
本
の
空
の
防
縮
力

と
し
て
昭
和
二
十
九
年
七
月
発
足
し
て

か
ち
本
年
で
瓦
i
や
十
三
周
章
を
迎
え
る

三
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
幾
多
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た

が
、
開
基
1
i
i
r
位
の
御
鞭
越
と
御
支
援
の

下
に
詳
々
と
態
効
を
確
立
し
、
わ
れ
わ

れ
航
空
自
衛
隊
鼠
は
旧
陸
海
空
部
隊
の

誇
り
高
さ
伝
統
を
継
承
し
、
諸
外
国
の

長
を
学
び
矩
嘉
な
い
物
心
両
面
に
直

る
あ
ら
ゆ
る
胞
難
を
克
服
し
て
今
や
日

本
の
空
の
平
和
と
安
全
る
維
持
す
る
に

足
る
実
力
を
備
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
物
的
に
は
有
人
機
妓
後
の

澱
斗
機
と
い
わ
れ
る
栄
光
「
F
⊥
0
4

J
」
の
裳
欄
、
ま
た
は
優
秀
な
性
能
を

誇
る
バ
ッ
ジ
シ
ス
テ
ム
あ
る
い
は
ナ
イ

キ
誘
尊
蝉
の
雅
人
等
言
と
そ
の
実
を

あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
政
も
大

切
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
運
用

す
る
の
は
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
仏
作
っ
て
魂
入
れ
ず
と
い
う

よ
う
な
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
航
空
自
衛

隊
に
話
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
あ
り
ま

せん。そ
こ
で
こ
の
種
神
南
の
一
層
の
充
実

を
に
か
る
た
め
航
袈
自
衛
墜
宮
民
墓
地

で
は
創
廠
士
朗
軍
記
念
行
事
の
一
つ
と

し
て
航
空
参
議
養
護
臆
し
、
広
く
九

州
全
域
か
ら
旧
軍
鋭
輩
関
係
の
戦
没

者
、
殉
職
者
等
の
書
聖
過
密
、
遺
影

等
斉
帝
贈
ま
た
は
貸
与
し
て
頂
き
、
こ

れ
ら
を
航
空
参
議
に
展
示
し
、
広
く

部
内
外
に
対
し
て
そ
の
偉
業
を
顕
彰

し
、
末
永
く
展
示
す
る
と
と
も
に
将
来

光
栄
あ
る
航
空
魂
の
l
伝
承
の
場
と
し

て
、
ま
た
私
共
の
椰
神
修
養
の
資
と
さ

せ
て
捕
ま
た
い
と
誓
言
わ
け
で
あ
り

喜
㌔細
好
悪
に
王
宮
市
鮪
ま
た
は
貨
与
し

て
叩
く
に
つ
い
て
の
要
領
は
次
の
と

お
里
C
お
り
ま
す
。

一
、
収
集
期
間

昭
和
川
十
二
年
四
年
か
ー
え
ー
年
八
月

圭
C
収
集
期
間
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
後
も
引
続
い
て
お
怖
い

致
し
J
i
ず
。

一
一
、
対
象
品

戦
没
ま
た
は
殉
職
さ
れ
た
旧
駐
毅

の
航
空
関
係
者
の
遺
品
、
遺
書
、
遺

影
な
ど
、

現
在
生
存
さ
れ
て
お
あ
れ
る
方
で
旧

随
海
鮮
の
航
空
に
関
す
る
物
品

一
三
万
　
港

口
∵
詳
細
品

芦
尿
蕪
雑
胱
瑳
参
議
に
お
い
て

寄
贈
さ
れ
た
方
の
御
芳
名
を
明
記

し
て
莱
永
く
展
示
し
ま
す
。

口
貸
与
品

貸
与
期
間
は
窺
か
く
て
も
長
く
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
窃
脳
品
と
同

じ
襲
隻
C
芦
龍
娃
地
航
空
象
考
館

に
妓
示
し
、
期
限
終
了
と
と
も
に

甫
ち
に
お
返
し
し
ま
す
。
契
約
を

更
新
し
て
更
に
貸
与
頂
け
れ
ば
善

い
で
す
が
、
細
要
求
が
あ
れ
ば
い

つ
で
も
お
返
し
し
ま
す
。

四
、
連
絡
先

航
空
臼
術
隊
芦
塵
雅
地
広
報
就

航
糞
釜
づ
鉦
鼓
齢
押
当
係

鐙
護
岸
⑯
〇
九
八
千
〇
九
八
二

内
線
二
五
八
番

御
連
絡
に
も
と
す
き
部
隊
か
，
霊
山
l
任

案
を
ー
派
遣
し
ま
す
。

こ
れ
ち
の
醤
器
寸
は
家
宝
あ
る
い
は

故
人
の
形
見
と
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ

て
お
る
も
の
ば
か
り
と
存
じ
ま
す
が
、

先
輩
に
負
け
な
い
立
派
な
航
空
自
縮
隊

員
に
な
り
た
い
と
い
う
私
達
の
念
欄
を

お
く
み
子
さ
い
ま
し
て
御
賛
同
、
御
協

力
を
お
掘
い
す
ゑ
第
で
あ
り
ま
す
。

航
空
自
衛
隊
芦
扇
怨
地
司
令

緒
　
方
∴
∴
∴
醤
－

高
合
着
世
帯
に
対
す
る

ラ
ジ
オ
受
信
料
の

免
除
に
つ
い
て

社
会
結
社
草
葉
藻
第
2
条
に
規
定
す

る
社
会
短
祉
整
お
宮
鼎
者
が
、
そ
の

収
容
者
ま
た
は
利
用
者
の
専
用
に
供
す

る
だ
空
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
受
信
機
を

設
置
し
て
支
払
う
日
本
放
送
協
会
受
信

科
に
つ
い
て
は
、
従
来
と
も
全
徽
免
除

さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
嗣
和

4
2
年
度
か
・
ら
契
約
乙
受
住
着
で
あ
る
話

合
者
世
帯
に
つ
い
て
も
、
次
に
よ
り
〓

本
放
送
班
会
受
信
料
を
全
数
免
除
さ
れ

る
こ
と
に
な
皇
よ
し
た
。

対
∴
象

の
　
6
5
才
以
上
の
男
子
　
0
0
才
以
上
の

身
体
障
害
者

の
巡
回
相
談

一
、
日
時
　
六
月
十
四
円
（
十
時
⊥
二

時）

一
、
場
所
∴
遠
賀
町
公
民
館
本
館

右
の
と
お
り
遠
賀
町
で
身
体
瞳
害
者

の
相
談
が
あ
り
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く

受
診
下
さ
い
。

女
子
の
竺
C
溝
成
さ
れ
る
か
ま
た
は
こ

れ
ら
に
1
8
売
値
の
薯
の
加
わ
っ
た
世
帯

の
　
学
説
盤
面
の
柵
成
H
が
す
べ
て
地

方
税
法
第
2
9
5
条
第
一
期
に
規
定
す
る

町
民
税
の
非
課
税
蔓
C
お
る
世
帯

㈲
　
当
つ
諸
世
帯
の
組
成
H
が
、
そ
の
住

居
内
に
ラ
ジ
オ
放
送
の
そ
信
壁
窯
醤

し
て
い
ら
世
帯
、
た
だ
し
次
の
既
へ
量

除
か
れ
亨
む
の
で
も
－
ど
こ
と
。

㈲
　
テ
レ
ビ
紋
送
の
受
信
機
も
雷
同

し
て
い
，
高
男
合

い
　
高
雄
半
円
等
住
居
外
に
ラ
ジ
オ

放
送
の
受
信
機
を
設
樋
し
て
い
○

↑
ィ
今

語
間
事
務

当
接
世
帯
の
椛
成
L
l
が
す
べ
て
用
偽

に
接
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証
明

は
市
町
村
長
が
証
明
す
る
。

但
し
、
日
と
耳
の
関
係
者
は
午
後
か
ー
ク

で
す
o
蘭
就
職
の
ア
ツ
セ
ン
に
安
定
所

か
ら
も
来
ま
す
。
ま
た
身
軽
稚
接
が
重

度
に
な
っ
た
と
困
言
方
、
補
装
具
の
修

繁
子
も
和
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
印
錐

を
持
参
下
さ
い
。
身
体
墓
番
と
認
め

ら
れ
た
方
は
、
萱
裏
が
必
要
と
な
り
志

す
の
で
安
く
（
5
0
冊
位
）
て
雪
し
て
く

れ
ま
す
。

危
険
物
取
扱
主
任
者
受
験
案
内

福
岡
県
で
は
次
の
と
お
り
、
危
険
物

取
扱
主
任
者
試
験
を
実
施
し
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1
試
験
の
種
類

乙
秘
危
険
物
取
扱
主
任
諸
試
験
（
第

四
類
の
み
）

2
受
験
資
格

学
歴
は
囲
わ
な
い
が
第
四
類
の
危
険

物
取
扱
い
の
実
務
型
ハ
月
以
上
あ
る
者

3
試
験
科
目

の
基
礎
物
理
学
及
び
基
礎
化
学

の
危
険
物
の
軽
質
及
び
そ
の
火
災
予

防
及
び
消
火
の
方
法

4
科
目
免
除

一
つ
以
上
の
危
険
物
取
扱
主
任
者
免

状
を
取
得
し
て
い
る
者
は
、
法
令
の

及
び
薬
腫
物
廼
挙
用
が
免
除
さ
れ
る

の
で
免
除
希
望
者
は
、
受
験
願
書
に

記
入
し
受
付
者
に
照
合
し
て
も
ら
う

こと。

5
試
験
目
脂
及
び
場
所

塞
説
試
験

用
日
時
　
昭
和
4
2
年
7
月
2
旦
五
）

午
前
1
0
時
（
受
付
9
時
）

㈲
拭
験
の
地
所
（
北
九
州
関
係
）

崇
芦
畑
中
央
高
等
学
校

前
説
北
九
州
大
学

八
幡
製
鉄
敦
衛
セ
ン
タ
ー

㈲
受
験
は
希
揺
す
る
試
験
彗
C
受
験

で
き
雪

6
受
瞼
手
続

イ
申
込
期
間
　
棚
和
4
2
年
5
月
2
6
日

か
ら
6
月
1
0
円
ま
で

ロ
申
込
先
∴
∴
相
関
既
l
良
雄
部
消
肋

災
告
謀
別
等
お
よ
び
苗
町
消
防
署

ハ
受
験
手
数
料
　
右
0
0
円
（
締
開

基
頓
服
遊
紙
を
納
付
鵜
に
姐
在
）

1
そ
の
他

試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

福
岡
喋
氏
姓
秘
酒
防
災
雷
操
別
室
危

険
物
係
ま
た
は
、
車
町
消
防
署
に

し
て
く
だ
さ
い
。



昭和42年度区長、生産組合長など決まる

下記のとおり繭和42年度の区長、生産組合長、分館

長、婦人会支部長が決まりましたのでお知らせします
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衛
生
だ
よ
り

○
日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ

い
て

次
の
と
お
り
本
年
度
の
日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
の
で
洩
れ
な

く
接
種
そ
っ
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
予
防
接
種
そ
っ
け
た
人

は
今
年
は
一
回
接
種
を
っ
け
れ
は
よ
い

で
す
が
昨
年
っ
け
て
い
な
い
人
は
一
一
回

予
防
瑤
樋
を
う
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
日
時
お
よ
び
窮
所

第
二
甲
目

6
月
1
日
　
浅
木
小
学
校
1
3
的
～
1
5
時

ク
　
8
日
　
出
門
小
学
校
∴
∴
ク

ク
∴
9
日
　
遼
頚
中
学
校
∴
∴
ク

ク
　
1
0
日
　
町
公
民
館
∴
∴
∴
ク

第
一
両
日

6
月
1
3
日
　
浅
末
小
学
校
1
3
時
～
1
4
時

ク
　
地
目
　
虎
門
小
学
校
∴
∴
ク

ク
　
ュ
5
日
　
遠
賀
中
学
校
∴
∴
ク

ク
　
1
7
日
　
野
公
異
館
∴
∴
∴
ク

料
∴
念

初
回
の
人
　
二
回
分
　
三
八
〇
同

道
加
の
人
一
国
分
一
九
〇
円

※
接
稲
毒
づ
け
て
ほ
い
け
な
い
人

蝕
の
あ
る
人
、
病
後
衰
弱
の
激
し

い
人

〇
三
才
児
健
康
診
査

自
陣
∴
6
月
1
2
日
受
付
1
3
畦
～
1
4
時

場
所
　
連
接
町
公
民
館

該
当
者
∴
6
月
1
2
日
ま
で
に
沸
6
才
に

な
る
幼
児

○
乳
児
相
撲
時
間
の
変
更

従
来
毎
月
第
3
月
鵬
日
の
牛
後
1
時

か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
乳
児
相
談

を
、
都
合
に
上
り
今
後
は
第
3
月
畷
日

の
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
に
変
更
し

ま
す
（
受
付
は
1
0
時
か
ら
Ⅱ
鴫
ま
で
）

の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

ヶ
虫
生
達
工
場
団
地

企
業
進
出
決
定
〟

か
ね
て
懸
案
中
で
あ
り
ま
し
た
商
娘

地
域
振
興
草
葉
の
一
環
と
し
て
落
灰
地

域
振
興
小
義
蘭
の
紹
介
に
よ
り
、
本
町

吏
牛
津
問
地
（
A
岡
地
、
鞍
手
出
方
線

道
路
横
）
に
左
記
工
場
が
約
言
、
0

0
0
㍍
の
土
地
を
取
得
さ
れ
工
場
運

用
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
本
年
九
月
頃

に
は
上
端
完
成
の
見
込
で
す
。

一
、
会
社
名
　
マ
ー
ク
ス
工
業
碓
式
会

社
二
、
本
社
所
在
地
　
栗
東
敦
港
区
弼
新

橋
二
丁
目
三
一
番
八
号

三
、
代
表
取
締
役
∴
鎌
苅
太
一
郎

四
、
既
設
工
場
　
埼
玉
県
浦
和
市
原
山

神
山
二
七
一

五
、
本
町
史
生
津
岡
地
に
新
設
さ
れ
る

工
場
予
定

ィ
、
技
下
端
本
　
四
、
0
0
0
万
日

（
一
期
分
の
み
）
二
期
以
降
含
ま

ず
ロ
、
工
場
数
地
面
税
　
約
一
五
、
0

0
0
肱

ハ
、
職
員
数
　
三
〇
名
（
男
女
共
）

新
規
採
用
の
予
定

二
、
主
た
る
裳
務
　
石
綿
、
パ
ッ
キ

ン
ク
整
迎
販
売

（
取
扱
品
目
）
　
パ
ル
フ
用
パ
ッ
キ

ン
グ
内
燃
犠
用
カ
ス
ケ
ッ
ト

ホ
、
主
要
取
引
先
　
日
本
ア
ス
ベ
ス

ト
（
株
）
東
洋
パ
ル
フ
（
極
）
本

則
技
研
工
業
（
榛
）

（
取
引
銀
行
）
三
菱
銀
行
・
住
友
銀

行
・
三
和
銀
行

嵩
悔
悟
選
民

行
政
相
談
委
員
に
再
任

高
幡
氏
は
、
か
ね
て
か
ち
九
州
習
区

行
政
監
察
局
所
胞
の
行
政
相
談
萎
私
と

し
て
活
轍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
餓

年
度
も
引
続
き
塙
任
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行
政
上
の
拙
筆
C
お
困
り
の
方
、
苦

情
な
ど
が
あ
る
方
は
、
相
談
森
口
が
解

決
の
た
め
お
唯
話
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
遠
慮
な
く
ご
相
最
く
だ
さ
い
。

こ

寄

附

御

礼

次
の
方
か
ら
、
町
社
協
、
遥
質
車
掌

栓
に
ご
需
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

紙
上
を
以
っ
て
お
知
ち
せ
し
ま
す
。

一
、
金
雷
　
町
社
協
運
営
海
食

枚
小
川
久
様
窮
境
返
し
と
し
て

太
守
　
小
川
ミ
チ
エ
殴

一
、
線
文
子
入
掲
示
綜
奴
一
面

一
、
中
線
∴
板
　
　
一
面

違
萄
中
学
校
備
品
と
し
て

紋
日
木
群
雄
粗
香
典
返
し

馨
良
　
白
木
　
親
政
殴


